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論 文 内 容 の 要 旨 

 
 1 回心拍出量と左室拡張末期容圧（LVEDP）の心拍 1 拍 1 拍毎の変化の関係

として示される動的スターリング機構は、心室 -動脈カップリングを反映す

る。心室 -動脈カップリングを良好な状態に保つために、生涯を通じてどれく

らいの運動訓練が必要であるのかは不明であるため、生涯を通じた運動療法と

動的スターリング機構の用量関係を解析した。25年間の生涯を通じた運動習慣

の記録に基づいて、102 人の高齢者を運動不足群、低頻度運動群、中等度頻度

運動群、高頻度運動群の 4 つのグループに分け、6 分間の血行動態の連続測定

のデータから動的スターリング機構[肺動脈拡張期圧(LVEDP を反映)と 1 回心

拍出量の伝達関数 ]を求めた。中等度頻度および高頻度運動群の伝達関数ゲイ

ンは、運動不足群と低頻度運動群と比較して、有意に高値であった。また、こ

のことは中等度頻度運動群および高頻度運動群の高い最高酸素摂取量と相関し

ており、これらのグループの左室スティッフネスは加齢に伴い高くなっておら

ず良好に保たれていることと相関していた。心室 -動脈カップリングは、生涯

を通じた運動習慣の用量依存的に良好な状態に保たれることがわかった。つま

り、生涯を通じて少なくとも週 4-5 回(1 回 30 分以上)の運動習慣を行うこと

が、加齢に伴い変化する心室 -動脈カップリングを良好に保つ至適な運動療法

の用量であることが明らかになった。 


